
弁護士一家殺害事件 平成元年１１月４日 死者３人 

松本サリン事件 平成６年６月２７日 
死者８人、 

負傷者１４０人 

公証役場事務長 

逮捕・監禁致死事件 
平成７年２月２８日 死者１人 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

オウム真理教による無差別大量殺人  

 平成７年３月２０日、朝の通勤時間帯、東京・霞ケ関駅を通過する３つの地下鉄路線を走る５つの車両に、猛毒
の化学兵器・サリンを散布し、死者１３人・負傷者５，８００人以上（※）の甚大な被害をもたらしました。 
  ※ オウム真理教犯罪被害者等を救済するための給付金の支給に関する法律に基づき給付金の支給を受けた被害者数 

 オウム真理教は、麻原彰晃こと松本智津夫死刑囚が教祖・創始者として設立し、同人の指示の下、松本サリン事
件及び地下鉄サリン事件という無差別大量殺人行為のほか数々の凶悪事件を引き起こした団体です。 
 オウム真理教は名称等を変えて現在も活動しており、「Aleph」という名称を用いる集団には、若い世代を中心に、
年間１００人以上が新たに入信しています。 
 その一方で、地下鉄サリン事件から２３年となる今もなお、心を揺さぶられる日々を過ごしておられる御遺族、
重篤な後遺症を負った被害者を長きにわたり支え続けていらっしゃる御家族、今も、地下鉄に乗る際には駅の出口
に近い車両の位置を確認するという被害者の方がいらっしゃいます。      （公安調査庁 HP より引用） 

警察では、オウム真理教

の本質を正しく理解して

いただくために、オウム真

理教の現状や組織的違法

行為に対する検挙事例等

を、住民の皆さんに広報し

ていきます。 


